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1. 2021年3月期第2四半期の連結業績（2020年4月1日～2020年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2021年3月期第2四半期 6,617 △41.9 △3,373 ― △3,332 ― △3,823 ―

2020年3月期第2四半期 11,398 △10.3 △1,319 ― △1,377 ― △1,266 ―

（注）包括利益 2021年3月期第2四半期　　△3,110百万円 （―％） 2020年3月期第2四半期　　△923百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2021年3月期第2四半期 △170.75 ―

2020年3月期第2四半期 △56.54 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2021年3月期第2四半期 41,261 36,335 88.1

2020年3月期 46,657 40,006 85.7

（参考）自己資本 2021年3月期第2四半期 36,335百万円 2020年3月期 40,006百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2020年3月期 ― 25.00 ― 25.00 50.00

2021年3月期 ― 25.00

2021年3月期（予想） ― 25.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2021年 3月期の連結業績予想（2020年 4月 1日～2021年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 24,600 △2.3 △1,000 ― △1,000 ― △2,000 ― △89.30

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

・業績予想については、本日（2020年10月30日）公表の「業績予想に関するお知らせ」をご参照ください。

keiei
画像



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

新規 ― 社 （社名） 、 除外 ― 社 （社名）

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2021年3月期2Q 24,395,500 株 2020年3月期 24,395,500 株

② 期末自己株式数 2021年3月期2Q 2,000,045 株 2020年3月期 2,000,045 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2021年3月期2Q 22,395,455 株 2020年3月期2Q 22,395,455 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、そ
の達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件
および業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（４）連結業績予想などの将来予測情
報に関する説明」をご覧ください。

（四半期決算補足説明資料の入手方法について）

　新型コロナウイルス感染症拡大の防止のため、第２四半期決算説明会（アナリスト、機関投資家向け）の開催を見送ることといたしました。なお、四半期決算補
足説明資料は、2020年10月30日（金）に当社ウェブサイトに掲載いたします。
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１．当四半期決算に関する定性的情報
（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の影響により依然として厳しい状

況にありますが、政府主導による各種政策の効果や海外経済の改善もあり、持ち直しの動きがみられました。しか

しながら、今後の国内外における感染症の動向や世界経済の見通しなどには十分留意することが必要な状況にあり

ます。

パチンコホール業界におきましては、のめり込み防止や依存症対策の一環として過度の射幸性を抑えた遊技機の

導入に加えて、新型コロナウイルス感染症拡大の防止策を講じるなど、さまざまな施策を通じてファンの皆様がパ

チンコ・パチスロをより安心・安全に楽しめる環境づくりを推進しております。また、遊技機業界におきましては

大衆娯楽としてのパチンコ・パチスロの魅力を備えた多種多様な遊技機の開発を推進しております。

当連結会計年度は新規則機への移行が本格化するものと想定しておりましたが、パチンコホール様の旧規則機の

撤去期限がおおむね１年延長されたことにより新規則機への入替需要が先送りとなり、上半期の新台市場の販売台

数はパチンコ・パチスロともに低調に推移いたしました。

このような状況のもと、当社グループにおきましては徹底した市場ニーズの調査、お客様目線の追求による稼働

力向上を最重点課題として、安定した業績の確保と中長期的な成長の実現に向けて取り組んでおります。

当第２四半期連結累計期間におきましては、パチンコ遊技機にて低確率時に規定回数まで大当たりしなかった場

合に時短に突入する新システム「遊タイム」を搭載したホラータイトルの人気シリーズ機種や時代劇ヒットタイト

ルの続編機種を投入するなど、新たな魅力をプラスした新機種を市場投入することにより、販売台数の確保に努め

ました。

以上の結果、当第２四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高66億17百万円（対前年同期比41.9%

減）、営業損失33億73百万円（前年同期は営業損失13億19百万円）、経常損失33億32百万円（前年同期は経常損失

13億77百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失38億23百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損

失12億66百万円）となりました。

※製品別の状況は次のとおりであります。

（パチンコ遊技機）

パチンコ遊技機につきましては、「Ｐリング　呪いの７日間２」（2020年４月発売）、「Ｐ遠山の金さん２　遠

山桜と華の密偵」（2020年７月発売）を市場投入いたしました。

以上の結果、販売台数は16千台（対前年同期比41.7％減）、売上高は66億12百万円（同41.8％減）となりまし

た。

（パチスロ遊技機）

パチスロ遊技機につきましては、当第２四半期連結累計期間での新機種の発売はありませんでした。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は249億54百万円となり、前連結会計年度末に比べ56億27百万円

減少いたしました。これは主に、商品及び製品が４億48百万円増加したことに対し、現金及び預金が43億25百万

円、受取手形及び売掛金が15億62百万円減少したことによるものであります。固定資産は163億７百万円となり、

前連結会計年度末に比べ２億31百万円増加いたしました。これは主に、投資有価証券が８億89百万円増加したこと

に対し、繰延税金資産が７億43百万円減少したことによるものであります。

この結果、総資産は412億61百万円となり、前連結会計年度末に比べ53億96百万円減少いたしました。

（負債）

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は31億４百万円となり、前連結会計年度末に比べ17億41百万円減

少いたしました。これは主に、買掛金が13億１百万円減少したことによるものであります。固定負債は18億22百万

円となり、前連結会計年度末に比べ16百万円増加いたしました。これは主に、退職給付に係る負債が15百万円増加

したことによるものであります。

この結果、負債合計は49億26百万円となり、前連結会計年度末に比べ17億25百万円減少いたしました。
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（純資産）

当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は363億35百万円となり、前連結会計年度末に比べ36億70百万

円減少いたしました。これは主に、親会社株主に帰属する四半期純損失38億23百万円および剰余金の配当５億59百

万円によるものであります。

この結果、自己資本比率は88.1％となりました。

（３）キャッシュ・フローの状況に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、164億96百万円となりま

した。

当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果使用した資金は、37億13百万円となりました。

これは主に、売上債権の減少額15億62百万円、減価償却費８億70百万円が増加の要因であり、税金等調整前四半

期純損失33億51百万円、仕入債務の減少額14億85百万円、たな卸資産の増加額８億10百万円が減少の要因でありま

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果使用した資金は、52百万円となりました。

これは主に、有価証券の償還による収入６億円が増加の要因であり、有形固定資産の取得による支出６億42百万

円が減少の要因であります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、５億59百万円となりました。

これは、配当金の支払によるものであります。

（４）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2021年３月期の連結業績予想につきましては、新型コロナウイルス感染症の拡大による当社グループの業績動向

に対する影響に加えて、パチンコホール様および遊技機業界の見通しなどの精査が必要なため未定としておりまし

たが、このたび、現時点において入手可能な情報および予測に基づいて算定しましたので、公表いたします。

詳細は、本日別途開示する「業績予想に関するお知らせ」をご参照ください。
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（単位：百万円）

前連結会計年度

(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間

(2020年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 21,222 16,897

受取手形及び売掛金 2,670 1,108

商品及び製品 0 449

原材料及び貯蔵品 3,883 4,245

前渡金 2,067 1,558

その他 894 850

貸倒引当金 △156 △153

流動資産合計 30,582 24,954

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 3,251 3,140

土地 3,152 3,152

その他（純額） 2,020 2,223

有形固定資産合計 8,424 8,516

無形固定資産 312 309

投資その他の資産

投資有価証券 2,858 3,748

長期前払費用 2,830 2,843

繰延税金資産 1,016 272

その他 1,121 1,106

貸倒引当金 △489 △490

投資その他の資産合計 7,338 7,480

固定資産合計 16,075 16,307

資産合計 46,657 41,261

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2020年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(2020年９月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 3,048 1,746

未払法人税等 167 67

賞与引当金 312 318

その他 1,318 971

流動負債合計 4,845 3,104

固定負債

退職給付に係る負債 900 915

その他 905 906

固定負債合計 1,806 1,822

負債合計 6,651 4,926

純資産の部

株主資本

資本金 3,281 3,281

資本剰余金 3,228 3,228

利益剰余金 35,307 30,923

自己株式 △2,324 △2,324

株主資本合計 39,493 35,109

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 540 1,246

退職給付に係る調整累計額 △27 △19

その他の包括利益累計額合計 512 1,226

純資産合計 40,006 36,335

負債純資産合計 46,657 41,261
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 （単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

売上高 11,398 6,617

売上原価 5,507 3,632

売上総利益 5,890 2,985

販売費及び一般管理費 7,210 6,358

営業損失（△） △1,319 △3,373

営業外収益

受取利息 2 1

受取配当金 40 23

貸倒引当金戻入額 30 －

利用分量配当金 2 11

その他 28 14

営業外収益合計 103 50

営業外費用

賃貸収入原価 2 3

貸倒引当金繰入額 50 －

シンジケートローン手数料 107 6

その他 0 0

営業外費用合計 160 9

経常損失（△） △1,377 △3,332

特別利益

固定資産売却益 － 0

特別利益合計 － 0

特別損失

投資有価証券評価損 0 19

固定資産除却損 0 0

特別損失合計 0 19

税金等調整前四半期純損失（△） △1,377 △3,351

法人税、住民税及び事業税 8 44

法人税等調整額 △119 427

法人税等合計 △111 472

四半期純損失（△） △1,266 △3,823

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △1,266 △3,823

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

四半期純損失（△） △1,266 △3,823

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 341 705

退職給付に係る調整額 1 7

その他の包括利益合計 343 713

四半期包括利益 △923 △3,110

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △923 △3,110

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

 前第２四半期連結累計期間
(自　2019年４月１日
　至　2019年９月30日)

 当第２四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △1,377 △3,351

減価償却費 945 870

貸倒引当金の増減額（△は減少） 19 △2

賞与引当金の増減額（△は減少） △148 6

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △46 －

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 18 35

受取利息及び受取配当金 △42 △24

固定資産売却益 － △0

固定資産除却損 0 0

投資有価証券評価損益（△は益） 0 19

売上債権の増減額（△は増加） 1,228 1,562

たな卸資産の増減額（△は増加） 485 △810

前渡金の増減額（△は増加） △238 508

長期前払費用の増減額（△は増加） △42 △88

仕入債務の増減額（△は減少） △1,246 △1,485

未払金の増減額（△は減少） 272 △404

その他 88 △440

小計 △83 △3,606

利息及び配当金の受取額 43 25

法人税等の支払額 △331 △132

法人税等の還付額 802 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 430 △3,713

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の償還による収入 500 600

投資有価証券の取得による支出 △100 －

有形固定資産の取得による支出 △1,214 △642

有形固定資産の売却による収入 － 0

無形固定資産の取得による支出 △22 △25

その他の支出 △51 △1

その他の収入 5 17

投資活動によるキャッシュ・フロー △882 △52

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △559 △559

財務活動によるキャッシュ・フロー △559 △559

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,011 △4,325

現金及び現金同等物の期首残高 21,810 20,821

現金及び現金同等物の四半期末残高 20,799 16,496

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。
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